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あらかじめ書式が設定されています。
テキストをプレースホルダーに
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PowerPoint 
用すると、複数のオブジェクトをきれ
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現在の図を独自の図に置き換える
場合は、図を右クリックし、
更
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活動報告（歴史資料保全ネット・わかやま）

2025.1.12～13 第11回全国史料ネット研究交流集会
報告者:橋本唯子（歴史資料保全ネット・わかやま代表 和歌山大学）

発足の経緯・組織体制・紀伊半島大
水害時の活動など

近年の主な活動① 紀伊半島大水害
被災公文書現状確認調査

【2011年9月、紀伊半島大水害後に発足】

• 和歌山大学関係者、博物館・文書館関係者、文化財
担当者、研究者、市民により結成

• 2011年9月紀伊半島大水害（台風12号水害）に被
災資料のレスキュー活動

2016年7月4日、田辺市・新宮市・古座川町、2017年
10月27日田辺市、同年11月24日新宮市において調
査を実施

• 一部行方不明文書あり

• 一部未確認文書について継続調査が必要

• 多くが元の場所へ保管、同様の水害に対する被害対応へ
の懸念

【2020年9月17日 再調査・クリーニング作業実施
（御坊市）】 本会会員4名が参加

• 約1,800冊の写真アルバムから固着被害の強い約150
冊のクリーニング作業を行った

• その後① 和歌山大学博物館学芸員養成課程（博物
館実習）での作業（約100冊） 11/30、12/9、
12/24 （計3回）で完了

• その後② 御坊市文化財研究会による作業 10/9、18、
26、11/9、22、12/2、13 （計7回）により完了

• その後③ 和歌山県立文書館歴史資料アーカイブにおい
て「小山豊旧蔵資料」として一部公開

• 博物館・図書館・市町村教育委員会など計79機関が参
加（2021年1月現在）

• 2023年3月17日 和歌山県立博物館において2022年
度幹事会を開催

• 和歌山県文化財災害対応マニュアル作成（2023年11
月）への協力

• 2024年8月9日、和歌山県教育庁文化遺産課から和
歌山県博物館施設等災害対策連絡会議宛てに「南海ト
ラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に伴う防災対策の
強化について」が送信され、本会でも情報共有される

【南海トラフ地震に対する備え・認識の広がり】

• 和歌山県地域防災計画（2016年度改定）に、災害
時における文化財（未指定含む）の救援・保全活動が
明記

台風21号（2018）により被災した郷
土資料の再調査・クリーニング

その他 本会および本会会員にかかわ
る活動

まとめ・展望

和歌山県立博物館『災害と文化財』
より水害救出文化財

近年の主な活動② 台風21号により
被災した郷土資料のレスキュー

【2018年9月9日（21号台風通過5日後） 御坊市】

• 地元郷土史家（故人）が生前に収集・作成した郷土
資料が保管されていた私設研究室の壁が大破 御坊市
教委の相談を受けて12名で作業

• 建物の解体前に写真資料ほか貴重な郷土資料を移動、
乾燥 風雨にさらされた写真資料のアルコール消毒などを
実施

発足の経緯・組織体制・紀伊半島大
水害時の活動など

線状降水帯発生にともなう大雨被害
に関する呼びかけ（2023.6）

連携・関連事業 和歌山県博物館施
設等災害対策連絡会議

【大雨被害に際し、チラシを作成し呼びかけ】

• 県内各地から相談・周知に関して問い合わせあり

【和歌山県地域防災計画より抜粋】
基本計画編 第3編 第14章 第6節 文化財等救援・保全活動の計画
（県教育委員会）
1 計画方針
災害時における文化財等の救援・保全等の措置を図るものとする。

2 計画内容
災害発生時においては、各市町村教育委員会及び県内博物館施設等
が加入する和歌山県博物館施設等災害対策連絡会議と連携し、文化財
の被害状況を把握し、救援・保全を速やかに実施するよう努めるものとする。
また、文化庁及び国立文化財機構等を通じ、外部の専門的救援団体や、
近畿２府７県危機発生時の相互応援に関する基本協定に基づく文化財
建造物の被災調査に関する要領による応援部隊を受け入れるものとする。

発足の経緯・組織体制・紀伊半島大
水害時の活動など

【2021年3月策定】

• 2019年4月 改正文化財保護法施行にとも
ない、都道府県教育委員会が大綱を定めるこ
とができるものと規定

• 2021年1月8日 歴史資料保全ネット・わか
やま 2020年度第１回全体会において大綱
案を協議、修正案を提示

• 2021年3月、和歌山県教育委員会が大綱
を策定。上記修正案も一部反映

• 第6章「文化財の防犯・防災対策及び災害
発生時における対応」に歴史資料保全ネット・
わかやま設立経緯が示される

• 2021年8月大雨、12月3日震度5弱地震、
2022年1月トンガ諸島付近噴火に際して照
会あり

和歌山県文化財保存活用大綱の策定への協力

『和歌山県文化財保
存活用大綱』より

• 2024年2月2日、歴史資料保全ネット・わかやま全体会
を開催（和歌山県民文化会館会議室）

• 2024年10月26日付産経新聞「先人からのメッセージ
防災減災わかやま」への寄稿 など

• 2024年7月22日～26日、浜田拓志氏が能登半島地
震被災文化財等救援委員会の活動に参加

• 2024年8月25日・9月8日、前田正明氏が文覚井一ノ
井草刈り作業に参加

• 2024年11月1日、橋本がトークサロンにて本会活動を報
告（主催：災害救援集団すばる）

  

※この QR コードを読み取ると
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大雨で被災された地域の皆さまへ 

歴史資料保全ネット・わかやま 

連絡先 電話 073-457-7977（和歌山大学橋本研究室内） 

FAX 073-457-8020（同上） 

e-mail：hozennetwakayama2011@gmail.com 

 

水に濡れた紙・写真の保全・修復について、ご相談承ります 
 

このたびの大雨によって被災された皆さまに、謹んでお見舞い申し上げます。 

大雨などの災害によって、家や蔵や公民館などに保管されていた資料が水損したり、泥をかぶったりするこ

とがあります。そして、その被災した資料がやむなく捨てられることが起こっています。 

私たち「歴史資料保全ネット・わかやま」（代表 橋本唯子和歌山大学准教授）は、和歌山県および市町村・

関係諸団体と連携をとりつつ、大雨で被災した資料を救出・保全する活動を行っています。 

被災された地域の皆さま、濡れてしまってお困りの紙類（被災資料）がありましたら、応急処置についてお

問い合わせください。できる限り対応させていただきますので、下記までご連絡ください。被災資料の調査・

救出へのご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

◇被災資料の対応でお困りではありませんか？  

 

◎古文書（和紙に墨の崩した文字で書かれた帳面や書類など）や古い本（和綴じの書籍など）  

◎新聞・写真・アルバム・絵・記録（手紙や日記など）・ノート 

◎掛け軸などの書や絵画、古いふすまや屏風（古文書が下貼りに使われている場合がよくあります） 

◎自治会・農会などの団体の記録や資料 

その他、捨てられない大切なものがございましたらご相談ください 

 

 

【2018 年台風 21 号の時の活動のようす】 

 

 

お問い合わせ先：和歌山大学橋本研究室内 

〒640-8510 和歌山市栄谷 930 

電話 073-457-7977、FAX  073-457-8020 

e-mail：hozennetwakayama2011@gmail.com 詳細はこちらのQRコード
からご確認ください ☞
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